
６　市政方針決定等への女性参画について

【問27】 あなたは市政運営等において、女性の意見や考え方が反映されていると思います

か。当てはまる番号を枠の中に記入してくだい。

市政運営等において、女性の意見や考え方が反映されているか聞いたところ「反映されて

いる」との回答は、男性（33.3％）が女性（25.5％）より7.8ポイント高くなっている。

▶年代別でみる市政運営に対する女性の意見の反映について

年代別に見ると、「反映されている」と回答のあった割合は、60代（32.3％）が最も高

く、 次いで40代（29.7％）、30代（28.1％）、70代（28.1％）となっている。また、20代

以下、30代においては半数以上が「どちらともいえない」と回答している。
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【問28】 【問27】で、「３．あまり」・「４．ほとんど」とお答えされた方にお聞きしま

す。どのような理由で選ばれましたか。次の中から、最も近い番号を枠の中に記入

してください。

以下、30代においては半数以上が「どちらともいえない」と回答している。

※未回答を除く

市政運営等において、女性の意見や考え方が「あまり反映されていない」「ほとんど反

映されて いない」と回答した方に、その理由を聞いたところ、全体では「女性議員が少な

い」が最も多かった。

性別で見ると、男性は「女性議員が少ない」（33.3％）「社会のしくみが女性に不利」

（18.5％）「男性の意識、理解が足りない」（14.8％）となっている。

女性では、「社会のしくみが女性に不利」（27.3％）「女性議員が少ない」（25.5％）

「女性の能力に対する偏見がある」（10.9％）となっている。
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自治会や各種団体の長に女性が少ない
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男性の意識、理解が足りない

社会のしくみが女性に不利

女性議員が少ない
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【問29】 あなたは、市の方針決定の場である審議会・委員会等に、女性が参画する割合（参

画率）の目標を何％にすることが望ましいと思いますか。（令和6年4月1日現在

32.5％） 当てはまる番号を枠の中に記入してください。

【問30】【問29】についてどのような理由で選ばれましたか。当てはまる番号を枠の中に記入

してください。

市の方針決定の場である審議会・委員会等に、女性が参画する割合の目標を何％にする

ことが望ましいか選んだ理由について聞いたところ、男女ともに「女性の意見をどんどん

反映すべきだ」が 最も高く、次いで「参画していくべきだとは思うが、現実的にはむずかし

い」となっている。

市の方針決定の場である審議会・委員会等に、女性が参画する割合の目標を何％にする

ことが望ましいか聞いたところ、全体では半数以上が「50％」と回答した。

性別で見ると、「50％」と回答した女性（57.4％）は男性（55.8％）より1.6ポイント高

くなって いた。
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人口の比率でいけば女性の方が多いから
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現実的にはむずかしいと思う

女性の意見をどんどん反映すべきだ
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【問31】 あなたは女性の社会参画に必要なことは、何だと思いますか。次の中で、あなたの

思いに近い番号を３つまで枠の中に記入してください。

い」となっている。
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法律、制度を見直して、性差別につながるものを改める

男性も女性も経済力を高めるため、知識や技術の

習得など積極的に力の向上を図る

行政や企業において、政策等を決定する場に、一定の

割合で女性を登用する制度を採用する

就労の場において、性別による待遇の差がないようにする

子どものときから家庭や学校において、男女平等について

教える

男性も女性も対等に仕事と家庭の両立ができるような

サービスの充実を図る

男女の固定的な役割について社会通念、慣習、

しきたりをなくす

男性も女性もお互いをパートナーとして理解し協力する

男性（ｎ＝120）

女性（ｎ＝204）

女性の社会参画に必要なことは何か聞いたところ、「男性も女性もお互いをパートナーとして理解

し協力する」が、全体で最も高くなっていた。

性別で見ると、男性は「男性も女性もお互いをパートナーとして理解し協力する」（49.2％）、

「男女の固定的な役割について社会通念、慣習、しきたりをなくす」（45.0％）、「子どものとき

から家庭や学校において、男女平等について教える」（30.8％）の順となっている。

女性は「男性も女性もお互いをパートナーとして理解し協力する」（47.5％）、「男性も女性も対

等に仕事と家庭の両立ができるようなサービスの充実を図る」（47.1％）、「男女の固定的な役割に

ついて社会通念、慣習、しきたりをなくす」（44.6％）の順となっている。
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